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1.はじめに 

 塩害による鉄筋腐食の対策として、耐食性が高い

ステンレス鉄筋の利用が注目されている。ステンレ

ス鉄筋は普通鉄筋と比べて高価であるため、構造的

に塩害を受けやすい箇所に限定してステンレス鉄筋

を使用し、それ以外の箇所は普通鉄筋を用いる場合

が考えられる。このような場合、コンクリート内でス

テンレス鉄筋と普通鉄筋が電気化学的に接すること

で、異種金属接触腐食が懸念される。ここで、異種金

属接触腐食に影響を及ぼす因子に、自然電位が卑な

金属と比べて貴な金属の表面積が大きくなると、卑

な金属の腐食速度が速くなる面積比効果がある。末

宗ら[1]は、コンクリート中において、この面積比効果

により普通鉄筋の腐食面積率が増大した研究結果を

示している。この研究では、ステンレス鉄筋と普通鉄

筋の両方が塩害環境にあるが、ステンレス鉄筋と普

通鉄筋が構造物で併用される場合、前述のようにス

テンレス鉄筋のみが塩害を受けるように設計される

ことが考えられる。 

そこで本研究では、溶液実験とコンクリート実験

において、面積比効果がステンレス鉄筋と普通鉄筋

の異種金属接触腐食に与える影響を明らかにした。

特に、コンクリート実験においては、ステンレス鉄筋

のみが塩害環境にある場合の挙動を評価した。 

 

 

2.実験概要 

2.1.溶液実験  

 表 1 に溶液実験のケースを示す。ステンレス鉄筋

と普通鉄筋、あるいは普通鉄筋同士をリード線で短

絡し、溶液に 24時間完全浸漬した後、鉄筋間に流れ

る腐食電流を測定した。溶液は、コンクリートの細孔

溶液を模擬し、飽和水酸化カルシウム水溶液とした。 

2.2.コンクリート実験  

表 2 に供試体の概要および実験ケースを示す。ス

テンレス鉄筋と普通鉄筋の表面積比は 4 水準とし、

リード線で短絡して、両鉄筋が塩害環境に置かれた

供試体と、ステンレス鉄筋のみが塩害環境に置かれ

た供試体を作製した。それぞれの供試体のステンレ

ス鉄筋と普通鉄筋は、エポキシ樹脂によって絶縁し、

リード線のみで電気的に接触させた。また、暴露面以

外をエポキシ樹脂で被覆した後、40℃環境において、

3.5 日乾燥と 3.5 日浸漬を１サイクルとした乾湿繰

り返し暴露を 11 サイクル行い、鉄筋間の腐食電流と

鉄筋の分極曲線を計測した。 
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表１ 溶液実験の実験ケース 

SUS410
(D13)

普通鉄筋
(D13)

1 普通鉄筋

2

3 5 15

4 10 30

5 20 60

6 30 90

※ Ac=カソード金属の表面積          

　 Aa=アノード金属の表面積

ケース 鉄筋種類
NaCl
(%)

普通鉄筋

1

pH

12
SUS410

表面積比

(Ac/Aa)※

鉄筋の長さ(cm)

3

3

3.5

表 2 コンクリート実験の実験ケース 
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3.実験結果および考察 

 既往の研究[2]において、カソード金属とアノード

金属の表面積比 Ac/Aa と金属間に流れる接触電流 i

の関係は、式(1)のようになることが示されている。 

log 𝑖 = log𝐴𝑐 𝐴𝑎⁄ + 𝑐𝑜𝑛𝑠𝑡.    (1) 

 図 1 に溶液実験の実験結果、図 2 にコンクリート

実験の結果を示す。これらを見ると、ステンレス鉄筋

と普通鉄筋が塩害環境にある場合、カソード金属と

アノード金属の表面積比 Ac/Aa が増大すると、鉄筋

間に流れる腐食電流が増加する傾向にあり、式(1)と

概ね同様の関係となることが分かる。しかしながら、

Ac/Aa=30 になると、腐食電流の増加が鈍くなってい

る。これは、既往の研究[3]において示されている、鉄

筋のカソード部とアノード部の面積比が一定まで上

昇した時、アノード反応の速度が限界に達する現象

が発生したためと考えられる。 

 一方で、ステンレス鉄筋のみが塩害環境にあるコ

ンクリート供試体においては、面積比効果の影響は

見られなかった。図 3 は、コンクリート実験におけ

る、塩害環境にある普通鉄筋と塩害環境にない普通

鉄筋のアノード分極曲線を比較したものである。こ

れを見ると、塩害環境にない普通鉄筋は、塩害環境に

ある普通鉄筋に比べアノード分極曲線がグラフの左

に位置しており、アノード反応が活性化していない

ことが分かる。このことから、コンクリート中におい

て普通鉄筋が塩害環境にない場合には、ステンレス

鉄筋と接触していても面積比効果および異種金属接

触腐食は問題にならないと考えられる。 

 

4.結論 

[1]溶液実験およびコンクリート実験において、普通

鉄筋が塩害環境にある場合、鉄筋の表面積比 Ac/Aa

の増大により、異種金属間の腐食電流が増大した。 

[2]コンクリート実験において、普通鉄筋が塩害環境

にない場合、異種金属間の腐食電流はほとんど流れ

なかった。このことから、普通鉄筋が塩害環境にない

場合、コンクリート中での面積比効果および異種金

属接触腐食は問題にならない可能性が示唆された。 
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図 1 溶液実験の結果 

図 2 コンクリート実験の結果 

図 3 普通鉄筋のアノード分極曲線の比較 
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